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１．路線の状況１．路線の状況１．路線の状況１．路線の状況（位置）（位置）（位置）（位置）

■一般国道308号は、大阪府大阪市中央区か

ら奈良県奈良市を結ぶ府県間道路。

■宝来ランプは、第二阪奈有料道路と一般国道

308号（大宮道路）、県道奈良生駒線（阪奈道

路）とを接続するランプであり、結節点となって

いる。

■約7万台/日の交通があり、観光振興、地域産

業の発展を支える幹線道路。

第二阪奈有料道路

凡例凡例凡例凡例高速道路株式会社/公社管理有料道路京奈和自動車道・名阪国道一般国道（指定区間）一般国道(指定区間外）主要地方道

奈良県

308

奈良市
尼ヶ辻駅宝来ランプ一般国道一般国道一般国道一般国道308号号号号宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ

L=約約約約0.5km 大宮道路大和西大寺駅
24
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１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）

骨格幹線ネットワーク

（大和平野部）

出典：奈良県道路整備基本計画

一般国道一般国道一般国道一般国道308号号号号宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ

■本道路は奈良県道路整備基本計画(平成26年7月)において、骨格幹線道路ネットワークにお

ける路線の点的整備箇所として、重点的に整備を推進する路線に位置づけられている。

　　　　　高規格幹線道路・有料道路　　　　　４車線以上　　　　　２車線　　　　　未改良区間　　　　　路線の面的整備箇所　　　　　結節点の線的整備箇所　　　　　課題箇所の面的検討箇所
凡　　例骨格幹線道路事業展開箇所 結節点の点的整備箇所路線の線的整備箇所課題箇所の面的検討箇所
高規格幹線道路・有料道路
4車線以上
2車線未改良区間凡 例骨格幹線道路事業展開箇所



１．路線の状況（現状の道路構造）１．路線の状況（現状の道路構造）１．路線の状況（現状の道路構造）１．路線の状況（現状の道路構造）
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■現在、奈良方面から第二阪奈有料道路を利用する際、高架部から乗り入れできない状況で

あるため、側道部を利用する必要がある。

■そのため、第二阪奈有料道路を利用するために側道部へ流入する交通と、三条通りから大

阪方面へ向かう交通が、菅原東交差点で合流している状況。

■その結果、菅原東交差点の西行きでは、交通が集中し、渋滞が発生している。

側道部（大阪行き）片側 ２車線 側道部（大阪行き）片側２車線

①
②

ポストコーンポストコーンポストコーンポストコーン

※写真：Ｈ30.10.1撮影
菅原東交差点渋滞状況

③

大宮道路大宮道路大宮道路大宮道路
① ② ③

菅原東交差点菅原交差点阪奈宝来交差点
尼ヶ辻橋西詰交差点
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２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要

◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的

◆◆◆◆事業概要事業概要事業概要事業概要路線名 一般国道308号 （宝来ランプ）事業区間 奈良県奈良市宝来4丁目地内対象事業 側道部 宝来ONランプ事業延長 Ｌ＝約0.5ｋｍ Ｌ＝約0.2ｋｍ構造規格 4種1級 1種B規格設計速度 側道改築部：40ｋｍ/h高 架 部：60ｋｍ/h 40ｋｍ/h計画交通量（H42） 10,100 台/日 9,500 台/日車線数 2車線 2車線道路幅員 7.5ｍ 7.5ｍ事業費 全体事業費 約17.8億円主要な構造物 橋梁、補強盛土 -事業の経緯 平成25年度 事業化

◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造

＜平面図＞

＜横断図＞

産経新聞 島井組プラントマクドナルド奈良パークホテル あずまケータリングサービス学園前ガスセンター阪奈宝来吉川忠建材アルカディアＴＥＳＳＩＡ 石亭 フォルクスワーゲン 阪奈宝来奈良学園前ならコープ93.1292.81 87.17 87.4286.4786.16 87.2387.7488.48 88.1685.98.93 97.8699.77 98.0399.70 99.6599.70103.50 99.22 99.12101.88 98.70100.2698.4998.4298.98 98.1698.8197.9197.74 88.6686.0985.8585.7585.6085.94 87.0586.9086.7886.6386.4686.4187.9387.7787.50 86.96 86.7485.4788.3388.4988.7488.6189.7289.5889.4889.2284.5490.5290.4690.3590.2184.57 89.29 87.66 88.0486.9985.62 86.3986.4786.9287.0487.2986.4186.3685.5785.7985.1985.3885.3793.4995.77 83.7284.4085.2586.2193.20 83.3583.6084.1083.9884.4985.0185.8186.9989.0189.24 91.9390.8591.4791.1794.4692.40 96.43 90.46 88.8989.2692.1894.5495.1195.85 91.4191.5185.8092.0592.1892.3492.4587.3292.7292.8293.07 92.99 85.9193.2693.1193.4193.3789.7493.61 93.6893.5893.4090.3194.8894.85 94.3494.32 93.9293.8393.7494.0794.6795.6195.51 95.2196.2796.18 95.9296.4996.6396.8296.93 95.99 95.3597.5897.6197.2897.2291.10 91.01 90.55 90.33 90.4194.62 94.05 93.67 93.43 91.2091.3089.9890.09 91.2195.44 83.2685.8485.7683.6283.6083.4283.7985.0785.1284.0884.0383.8884.2484.7184.6484.3584.3684.2384.3184.5084.6084.6184.7084.4484.5284.6784.7884.9185.0084.8285.7385.3385.1585.0284.8985.0093.49 93.2394.72 95.31 97.3998.7397.05 99.25100.23 93.72
82.0

93.8103.9107.0 96.01100.10 106 102102 92 8496 8892.5092.50 92.1992 96 NO.-1NO.0NO.1NO.2NO.3 +40+20+60+40+20+20+40+60+80+20+40+60+80+20+40+60+80+20+40+60+80 側道部側道部側道部側道部（奈良市道へ）（奈良市道へ）（奈良市道へ）（奈良市道へ）側道部側道部側道部側道部（宝来ランプへ）（宝来ランプへ）（宝来ランプへ）（宝来ランプへ）
高架部高架部高架部高架部（宝来ランプ及び阪奈道路へ）（宝来ランプ及び阪奈道路へ）（宝来ランプ及び阪奈道路へ）（宝来ランプ及び阪奈道路へ）側道部側道部側道部側道部（阪奈道路へ）（阪奈道路へ）（阪奈道路へ）（阪奈道路へ）断面Ⅲ 断面Ⅱ 断面Ⅰ

断面Ⅳ断面Ⅰ 7500 32503250500 500 7500 32503250500 500側道部（宝来ランプ及び奈良市道へ）側道部（阪奈道路へ）奈良市内方面↑ 中央分離帯 高架部（宝来ランプ及び阪奈道路へ）

断面Ⅲ 7500 32503250500 500 42503250 500500 側道部（阪奈道路へ）奈良市内方面↑ 中央分離帯 高架部（阪奈道路へ） 断面Ⅳ 7500 32503250500 500 3250 500500 4250第二阪奈道路高架部（宝来ランプへ） 側道部（宝来ランプへ） 側道部（奈良市道へ）
断面Ⅱ

第二阪奈有料道路へ第二阪奈有料道路へ第二阪奈有料道路へ第二阪奈有料道路へ

7500 32503250500 500
500 500435

32503250500 500
42503250435

500500奈良市内方面↑ 中央分離帯 高架部（宝来ランプ及び阪奈道路へ）
側道部（阪奈道路へ）

側道部（奈良市道へ）側道部（宝来ランプへ）

・第二阪奈有料道路のアクセス性の向上

・交通安全性の向上

・産業、観光交通支援

・緊急輸送道路ネットワークの機能強化



当初計画 イメージ図

側道→阪奈道路へ

側道→第二阪奈へ

（左折進入）（左折進入）（左折進入）（左折進入）

ボックスで

交差

側道側道側道側道

阪奈道路阪奈道路阪奈道路阪奈道路

市道市道市道市道

第二阪奈第二阪奈第二阪奈第二阪奈

阪奈道路→第二阪奈へ

３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し
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３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

当初計画は、原付等の誤進入や巻込み事故が懸念されるため、第二阪奈有料道路

へは右折進入となるよう見直すこと。

１）当初計画の課題１）当初計画の課題１）当初計画の課題１）当初計画の課題

■平成25年度に事業化後、自動車専用道路への原付等の誤進入や巻込み事故が全国的に

多発していることを受け、警察庁より当初計画について以下の指摘を受けた。

自動車専用道路へ

左折による進入

自動車専用道路へ

右折による進入

・原付等と自専道進入車両との交錯が懸念

・原付等が自専道へ誤進入する懸念がある

・原付等と自専道進入車両とが交錯しない

・原付等が自専道へ誤進入する懸念がない

○指摘内容のイメージ図

この課題を解消するため、側道部を持ち上げるこの課題を解消するため、側道部を持ち上げるこの課題を解消するため、側道部を持ち上げるこの課題を解消するため、側道部を持ち上げる高架構造の見直し高架構造の見直し高架構造の見直し高架構造の見直しを実施を実施を実施を実施
7

原付等自動車 原付等自動車



産経新聞 島井組プラントマクドナルド奈良パークホテル あずまケータリングサービス学園前ガスセンター
阪奈宝来吉川忠建材アルカディア フォルクスワーゲン 阪奈宝来奈良学園前ならコープ 87.17 87.4286.4786.16 87.2387.7488.48 88.1685.98

88.66
86.0985.8585.7585.6085.94 87.0586.9086.7886.6386.4686.4187.9387.7787.50 86.96 86.7485.4788.3388.4988.7488.6189.7289.5889.4889.2284.5490.5290.4690.3590.2184.57 89.29 87.66 88.04

86.9985.62 86.3986.4786.9287.0487.2986.4186.3685.5785.7985.1985.3885.3793.4995.77 83.7284.4085.2586.21 83.3583.6084.1083.9884.4985.0185.8186.9989.0189.24 91.9390.8591.4791.1794.46 90.46 88.8989.2692.1894.54 91.4191.5185.8092.0592.1892.3492.4587.3292.7292.8293.07 92.99 85.9193.2693.1193.4193.3789.7493.61 93.6893.5893.4090.3194.3494.32 93.9293.8393.7494.07 90.4194.05 93.67 93.43 91.2091.3089.98 91.21 83.2685.8485.7683.6283.6083.4283.7985.0785.1284.0884.0383.8884.2484.7184.6484.3584.3684.2384.3184.5084.6084.6184.7084.4484.5284.6784.7884.9185.0084.8285.7385.3385.1585.0284.8985.0093.2394.72 95.31 97.3998.7397.05 99.25100.23
93.72

82.0
93.8103.9 102 8496 8892.5092.50 92.19 NO.-1NO.0NO.1NO.2 +40+20+60+40+20+20+40+60+80+20+40+60+80+20

３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

◆当初計画の道路構造（ボックスカルバート）◆当初計画の道路構造（ボックスカルバート）◆当初計画の道路構造（ボックスカルバート）◆当初計画の道路構造（ボックスカルバート）

＜平面図＞

◆見直し後の道路構造（橋梁）◆見直し後の道路構造（橋梁）◆見直し後の道路構造（橋梁）◆見直し後の道路構造（橋梁）

＜平面図＞

橋梁区間

第二阪奈有料道路へ
阪奈道路へ

ケー
8 7 . 1 7 8 7 . 4 2

8 7 . 2 3
8 6 . 0 98 5 . 8 58 5 . 7 58 5 . 6 08 5 . 9 4 8 7 . 0 5

8 6 . 9 08 6 . 7 88 6 . 6 38 6 . 4 68 6 . 4 18 7 . 9 38 7 . 7 78 7 . 5 0 8 6 . 9 6 8 6 . 7 48 7 . 6 6
8 8 . 0 4

8 6 . 9 98 6 . 3 98 6 . 4 78 6 . 9 28 7 . 0 48 7 . 2 9
8 5 . 0 18 5 . 8 1 8 4 .8 4 . 8 28 5 . 7 38 5 . 3 38 5 . 1 58 5 . 0 28 4 . 8 98 5 . 0 0

【当初計画】 ： 側道から第二阪奈有料道路と阪奈道路へ向かう交通を一車線に絞り、高架

(ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ) 部で分岐する構造 （第二阪奈へは左折進入）

【見直し計画】：側道から第二阪奈有料道路と阪奈道路へ向かう交通を、平面部と高架部で

（橋梁） 上下に分離する構造 （第二阪奈へは右折進入）

２）当初計画の見直し２）当初計画の見直し２）当初計画の見直し２）当初計画の見直し

沿道施設出入部の改変がなく現状通り現状通り現状通り現状通り沿道施設出入部の勾配が急になる勾配が急になる勾配が急になる勾配が急になる（（（（12121212％）％）％）％）

課題第二阪奈有料道路へ左折進入左折進入左折進入左折進入

・・・・第二阪奈へ右折進入する構造となり第二阪奈へ右折進入する構造となり第二阪奈へ右折進入する構造となり第二阪奈へ右折進入する構造となり、、、、原付等の誤進入や巻込の懸念が解消原付等の誤進入や巻込の懸念が解消原付等の誤進入や巻込の懸念が解消原付等の誤進入や巻込の懸念が解消

・当初計画では沿道施設出入部の勾配が急になる構造であったが、見直し計画

では出入部の改変がなく現状のまま

【課題の対応】第二阪奈有料道路へ右折進入右折進入右折進入右折進入見直し
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【断面イメージ】ボックスカルバート



見直し計画 イメージ図

３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

現在の状況 イメージ図

9

ポストコーンポストコーンポストコーンポストコーン



見直し計画 イメージ図

側道→阪奈道路へ

橋梁による交差

阪奈道路阪奈道路阪奈道路阪奈道路

市道市道市道市道

第二阪奈第二阪奈第二阪奈第二阪奈

阪奈道路→第二阪奈へ

＜平面部＞

側道→第二阪奈へ

（右折進入）（右折進入）（右折進入）（右折進入）

３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し
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平面部拡大図

第二阪奈有料道路へは右折進入

現状通り

第二阪奈へ
スムーズな進入が可能



３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

■当該路線は、交通量が約7万台/日と多く、施工時の交通規制による交通への影響が大き

くなることが懸念される。

３３３３）通過交通へ与える影響が少なくて済む道路構造や施工方法の見直し）通過交通へ与える影響が少なくて済む道路構造や施工方法の見直し）通過交通へ与える影響が少なくて済む道路構造や施工方法の見直し）通過交通へ与える影響が少なくて済む道路構造や施工方法の見直し

■交通規制方法の見直し

→ 奈良行き車線の１車線を活用することで、大阪行き車線を３車線確保し、規制中の混雑を緩和を図る産経新聞
施工ヤード プマクドナルド

阪奈宝来吉川忠建材アルカディア フォルクスワーゲン
阪奈宝来

奈良学園前ならコープ 87.17 87.4286.4786.16
87.2388.48 88.16

85.98 86.0985.8585.7585.6085.9486.9086.7886.6386.4686.4187.9387.7787.50 86.96 86.7485.4788.3388.4988.7488.6189.7289.5889.4889.2284.5490.5290.4690.3590.2184.57 89.29 87.66 86.9985.62 86.3986.4786.9287.0487.2986.4186.3685.5785.7985.1985.3885.37 8384.4085.2586.21
83.3583.60

84.10
83.9884.4985.0185.8186.99

89.2490.46 88.8989.2692.18 91.4191.5185.80
92.0592.1892.3492.4587.32

92.7292.8293.07 92.99 85.91
93.2693.1193.4193.3789.7493.6893.5893.40 93.43 91.2091.3091.21 83.4283.7985.0785.1284.0884.03

83.8884.2484.7184.6484.3584.36
84.2384.3184.5084.6084.6184.70

84.4484.5284.6784.7884.9185.00
84.82

85.7385.3385.1585.0284.8985.0088
橋長=192.000m A2 No

70.5m 60.0m 61.5mP1 P2No 1+50.5
大阪行き

奈良行き

①①①①交通交通交通交通規制方法の見直しによる混雑緩和規制方法の見直しによる混雑緩和規制方法の見直しによる混雑緩和規制方法の見直しによる混雑緩和
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交通規制時の混雑緩和と工期短縮を検討交通規制時の混雑緩和と工期短縮を検討交通規制時の混雑緩和と工期短縮を検討交通規制時の混雑緩和と工期短縮を検討



当初設計当初設計当初設計当初設計 見直し設計見直し設計見直し設計見直し設計

３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

②②②②橋梁橋梁橋梁橋梁形式の精査による工期短縮形式の精査による工期短縮形式の精査による工期短縮形式の精査による工期短縮

■上部工形式

床版にコンクリートが必要ない橋種を選定

→ 床版工が不要なため現地施工期間を短縮

（約1.5ヶ月短縮）

■下部工型式

RC橋脚ではなく、鋼製橋脚を選定

→ 工場製作のため現地施工期間を短縮

（約0.5ヶ月短縮）

12

RCRCRCRC橋脚橋脚橋脚橋脚 鋼製橋脚鋼製橋脚鋼製橋脚鋼製橋脚

当初設計当初設計当初設計当初設計 見直し設計見直し設計見直し設計見直し設計

中空合成床版橋（桁高中空合成床版橋（桁高中空合成床版橋（桁高中空合成床版橋（桁高=2.3m=2.3m=2.3m=2.3m）））） 鋼鋼鋼鋼床版床版床版床版1111室箱桁橋（桁高室箱桁橋（桁高室箱桁橋（桁高室箱桁橋（桁高=2.0m=2.0m=2.0m=2.0m））））



３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し３．計画の見直し

◆見直し結果◆見直し結果◆見直し結果◆見直し結果

当初計画当初計画当初計画当初計画 見直し計画見直し計画見直し計画見直し計画

構造形式 ボックスカルバート 橋梁

事業費 １５．４億円

１７．８億円

（＋２．４億円）

第二阪奈有料道路

への進入

左折進入 右折進入

沿道施設への勾配 約１２％ 現状通り

交通規制車線

（大阪行き）

高架部１車線

側道部１車線

高架部１車線

⇒⇒⇒⇒ 関係機関との協議が完了関係機関との協議が完了関係機関との協議が完了関係機関との協議が完了

13
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４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

■過去20年間の奈良市人口は、ほぼ横ばいで推移。

■奈良市の自動車の登録台数は、緩やかに減少傾向。

■奈良市の観光入込み客数は、近年はインバウンドの影響もあり、年々増加傾向。

■一般国道308号の交通量は増加している。

◆奈良市の人口◆奈良市の人口◆奈良市の人口◆奈良市の人口（千人） ◆奈良市◆奈良市◆奈良市◆奈良市自動車等登録数自動車等登録数自動車等登録数自動車等登録数

出典：国勢調査 出典：奈良県統計年鑑
（千台）横ばい 緩やかに減少傾向

出典：平成29年奈良市観光入込客数調査報告
8車線整備平成22年9月完成平城遷都1300年祭（百万人/年） 年々増加傾向

◆奈良市観光入込み客数◆奈良市観光入込み客数◆奈良市観光入込み客数◆奈良市観光入込み客数

14

◆一般国道◆一般国道◆一般国道◆一般国道308308308308号の交通量（高架部＋側道部）号の交通量（高架部＋側道部）号の交通量（高架部＋側道部）号の交通量（高架部＋側道部）

出典：平成27年道路交通センサス他

交通量は増加（百台/日）



４４４４．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【第二阪奈有料道路のアクセス性の向上第二阪奈有料道路のアクセス性の向上第二阪奈有料道路のアクセス性の向上第二阪奈有料道路のアクセス性の向上】】】】

15

■側道部の菅原東交差点～阪奈宝来ランプ間においては、慢性的な速度低下が発生しており、地域

の主要な渋滞箇所に選定されている。

■一般国道308号宝来ランプが整備された場合、側道部を経由せずに高架部から第二阪奈有料道路

を利用することが可能となり、約3分ほどの時間短縮が見込まれる。

出典：ＥＴＣ2.0 平成30年5月国土交通省 奈良国道事務所データ提供、奈良県調べ※所要時間短縮整備前：ETC2.0データ（宝来ランプ～尼ヶ辻橋西詰）

50.8 55.350.3 49.751.5 45.352.6 58.551.1 49.349.2 33.8 # 15.6 27.3# 15.9 23.1# 14 17.5# 18 32.4# 16 21.1# 12.3 13.98.6 11 23.68.4 11 22.85.5 6 10.812 15 31.48.4 11 23.24.5 4 6.5
51 # 32.2 # # 21.4 34.9 38 # 24 17 14.449 # 29.9 # # 19.9 29.8 35 # 23 16 13.648 # 33.4 # # 19.5 27 35 # 24 15 1254 # 24.5 # # 18.8 28.3 38 # 27 20 19.148 # 26.6 # # 17.9 27.3 35 # 23 16 14.449 # 36.3 # # 19.1 23.9 32 # 23 14 10.767.562.265.668.664.764.3

5953.854.757.755.754.520km/h未満20～30km/h未満30～40km/h未満40～50km/h未満50～60km/h未満60km/h以上
平日朝平日昼平日夕休日朝休日昼休日夕凡例 菅原東阪奈宝来宝来ＩＣ

阪奈道路
尼ヶ辻橋西詰～宝来IC所要時間

52.6 45.4 32 27.347.5 39.9 25 21.840.8 38.4 25 2156.8 46.7 32 28.445.1 42 28 25.128.5 32.2 24 20.1 尼ヶ辻橋西詰
整備前約約約約5555分分分分 整備後約約約約2222分分分分（休日夕方） （常時50km/h走行可能）

高架部

◆◆◆◆ 宝来ランプ周辺の交通状況宝来ランプ周辺の交通状況宝来ランプ周辺の交通状況宝来ランプ周辺の交通状況

平日・休日、朝・昼・夕慢性的に速度低下 高架部から側道部へ三条通から側道部へ

菅原交差点 菅原東交差点阪奈宝来交差点 尼ヶ辻橋西詰交差点



■一般国道308号宝来ランプ～菅原東交差点の西行きは、慢性的な渋滞が発生しており、そのう

ち約半数が追突事故である。

■宝来ランプ入口で車線変更が生じやすく、事故が起こりやすい状況である。

■本路線の整備により、高架部からも第二阪奈有料道路に乗り入れできることで、円滑な交通が

確保されることによる追突事故の減少等の安全性の向上が期待される。

４４４４．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【交通安全性の向上交通安全性の向上交通安全性の向上交通安全性の向上】】】】

16

◆一般◆一般◆一般◆一般国道国道国道国道308308308308号（宝来ランプ～菅原東）号（宝来ランプ～菅原東）号（宝来ランプ～菅原東）号（宝来ランプ～菅原東） 西行き西行き西行き西行き事故発生状況事故発生状況事故発生状況事故発生状況

出典：道路利用者ヒアリング結果（H30.11）写真写真写真写真①①①① 菅原東交差点西側菅原東交差点西側菅原東交差点西側菅原東交差点西側渋滞末尾に車両が到着し追突が起こりやすい状況
◆◆◆◆道路利用者の声道路利用者の声道路利用者の声道路利用者の声

写真②写真②写真②写真② 宝来ランプ入口宝来ランプ入口宝来ランプ入口宝来ランプ入口車線変更が生じやすいため、追越追抜、右左折時に事故が起こりやすい状況
※写真：Ｈ30.10.1撮影 高架本線まで渋滞が延びていることがあり、追突の危険性を感じることがある。また、側道の左側を走っていると自然と第二阪奈有料道路へ入ってしまうので、宝来ランプの直前で急に車線変更をする車が多いので、追突しそうになることがある。沿線住民（奈良市菅原東交差点付近在住の方）追突41.2％出会い頭35.3％右左折時11.8％追越追抜時5.9％ その他5.9％

②
①

××××××××
××××
××××

××××
××××

××××
××××
××××××××
××××

××××

×××××××× ××××××××

H25～H29 17件発生

17件/5年

※平成25～平成29年の事故種類内訳（合計17件）

××××



平日の7、8時台は、宝来ランプ周辺で慢性的な渋滞が発生しており、所要時間が読めない。この時間帯の便については、4月のダイヤ改正時に所要時間を5分延ばす対応を図った。一般国道308号の渋滞が緩和されると、定時性が確保しやすくなり、利用者のサービス向上にも繋がるので、非常に助かります。

４４４４．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【地域地域地域地域産業産業産業産業の活性化の活性化の活性化の活性化、観光、観光、観光、観光振興振興振興振興】】】】

17

■一般国道308号を運行している大阪国際空港のリムジンバスは、1日あたり11本の運行が行われて

おり、混雑した交通状況においては定時性が確保しにくい状況。

■宝来ランプの整備により、大阪方面との移動が必要となる経済活動においては、アクセス性が向上

し、地域産業の活性化や観光振興が期待される。

308

奈良市大和西大寺駅尼ヶ辻駅宝来ランプ
奈良市中町

L=0.5km 菅原東

大阪空港交通（株）
来訪するお客様は、マイカー利用が多いので、大阪方面へ向かう際に、高架から宝来インターへ直接乗り入れできることにより、お客さまのアクセスの不満が解消することを期待します。また、週3～4日程度の大阪の営業活動もしやすくなります。かんぽの宿奈良

＜かんぽの宿 奈良への来訪元 割合＞奈良県12.0％大阪府 24.0％兵庫県
7.0％京都府

5.0％滋賀県
1.0％和歌山県

1.0％
その他近畿以外
50.0％

◆宿泊施設の声◆宿泊施設の声◆宿泊施設の声◆宿泊施設の声

出典：かんぽの宿奈良ヒアリング結果（H30.10）出典：大阪空港交通(株)ヒアリング結果（H30.11）

第二阪奈有料道路 一般国道308号大宮通大阪国際空港 宝来ランプ 奈良市中心市街地ＪＲ奈良駅、近鉄奈良駅空港リムジンバス大阪国際空港行
11（本/日）定時性確保重要

【阪奈宝来～菅原東～尼ヶ辻橋西詰観測車両ごとの所要時間分布出典：ＥＴＣ2.0 平成30年5月国土交通省奈良国道事務所データ提供奈良県調べ

【【【【大阪国際空港とのアクセスの定時制確保大阪国際空港とのアクセスの定時制確保大阪国際空港とのアクセスの定時制確保大阪国際空港とのアクセスの定時制確保】】】】
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朝夕を中心に所要時間の信頼性が低い

6時 7時 ８時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時
（分）所要時間（バラツキ） ※各時間帯で走行しているETC2.0搭載車両ごとの所要時間をプロット

バラツキが大きい
◆交通事業者の声◆交通事業者の声◆交通事業者の声◆交通事業者の声

【【【【宿泊施設等のアクセス性の向上宿泊施設等のアクセス性の向上宿泊施設等のアクセス性の向上宿泊施設等のアクセス性の向上】】】】



◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

４４４４．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

■本道路は、第１次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の通行を確保すべき重要な

役割を担う。

■本事業によって、緊急時の通行車線を確保しやすくなるものとから、各種防災機能を担う防災拠点

等へのアクセス性が向上し、防災機能の強化が期待される。

18出典：奈良県緊急輸送道路ネットワーク図（H29.6）

一般国道一般国道一般国道一般国道308号号号号宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ



４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点４．事業の必要性等に関する視点

19

３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果

※1 便益・費用については、現在価値化した値である。※2 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。注） 便益・費用の合計値については、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

■算出条件等基準年 ：平成30年度検討期間 ：50年間現在価値算出のための社会的割引率 ：4％交通量の推計時点 ：平成42年度推計に用いた資料 ：平成17年度道路交通センサス適用した費用便益分析 ：平成20年11月事業費 ： 16.5億円（税抜）維持管理費 ：2,200千円/km作成主体 ：奈良県
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
20.7億円 0.0億円 4.7億円 25.4億円

2.0費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

12.5億円 0.1億円 12.6億円
＜事業全体＞

＜残事業＞便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1
費用便益比（B/C）

20.7億円 0.0億円 4.7億円 25.4億円
2.2費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

11.9億円 0.1億円 12.0億円



４．４．４．４．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

20

４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等

事業の位置づけ

○奈良県道路整備基本計画（平成26年7月）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の点的整備箇所として位置づけ重点

的な整備を推進。

要望経緯

○奈良県への要望事項（平成23年11月）

「大阪行高架道路から直接第二阪奈に乗り入れられる構造とする」旨の

要望（地元自治会）



５５５５．．．．事業の進捗の見込みの視点事業の進捗の見込みの視点事業の進捗の見込みの視点事業の進捗の見込みの視点
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■平成30年11月時点の進捗は、事業進捗率3%、用地買収率0%。

■道路構造や交通規制方法等の見直しを行い、関係機関等との協議が完了したことか

ら、今後、現地の測量や地質調査、詳細設計等を進めるなど事業進捗を図り、早期の

供用を目指す。国道163号

第二阪奈有料道路
宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプ宝来ランプL=0.5mL=0.5mL=0.5mL=0.5m4車線 奈良市

大和郡山市

至枚方市
生駒市

平群町

精華町 木津川市奈良県 京都府
中町ランプ

高山大橋交差点
7

24

308

163

168 169大和中央道

四條畷市大阪府
宝来ランプ

事業中高速自動車国道一般有料道路一般国道（直轄）一般国道主要地方道一般都道府県道
【対象事業】【その他道路】凡 例
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６６６６．．．．新規事業採択時評価との比較新規事業採択時評価との比較新規事業採択時評価との比較新規事業採択時評価との比較

奈良市

・世帯数 63,803世帯（H22）→64,756世帯（H27） 953世帯（1.5％）増

・人口 366,591人（H22）→360,310人（H27） 6,281人（1.7％）減

・自動車保有台数 122,133台（H24）→117,456台（H28） 4,677台（4.0％）減

一般国道308号宝来ランプ～菅原東交差点

側道部 交通量26,797台/12h（H22）→25,209台/12h（H27） 1,588台/12h（6.0％）減

高架部 交通量37,208台/12h（H22）→47,094台/12h（H27） 9,886台/12h（27.0％）増

合計 交通量64,005台/12h（H22）→72,303台/12h（H27） 8,298台/12h（13.0％）増

事業計画等

・事業進捗率 0％（H25）→ 3％（H30）

・用地進捗率 0％（H25）→ 0％（H30）

・事業費 約15.4億円（H25)→約17.8億円（H30）

・完了年次 平成29年度→平成38年度

費用便益比

・B/C 事業全体：2.1（H25）→2.0（H30）

残事業 ：2.1（H25）→2.2（H30）



６．新規事業採択時評価との６．新規事業採択時評価との６．新規事業採択時評価との６．新規事業採択時評価との比較比較比較比較

【【【【参考参考参考参考】】】】第二阪奈有料道路の第二阪奈有料道路の第二阪奈有料道路の第二阪奈有料道路のNEXCONEXCONEXCONEXCO西日本への移管について西日本への移管について西日本への移管について西日本への移管について

■平成29年12月に改定された「近畿圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）」を

踏まえ、第二阪奈有料道路は、平成31年4月にNEXCO西日本へ移管することが決定。

◆近畿圏の新たな高速道路料金に関する動き◆近畿圏の新たな高速道路料金に関する動き◆近畿圏の新たな高速道路料金に関する動き◆近畿圏の新たな高速道路料金に関する動き

➀ 料⾦体系の整理・統⼀とネットワーク整備
• 料⾦⽔準や⾞種区分について、対距離制を基本とし、⾼速道路の⼤都市近郊区間における現⾏の⽔準を参考
に整理・統⼀

➁ 管理主体の統⼀も含めた継ぎ目のない料⾦の実現
• ⾼速道路会社と⼀体的なネットワークを形成している路線で、地⽅公社道路等の管理区間は、合理的・効率的
な管理を⾏う観点から、地⽅の意向を踏まえ、⾼速道路会社での⼀元的な管理を⾏う。

平成28年12月16日 新たな料⾦の基本⽅針及び具体⽅針（案）の公表 ［国⼟交通省］

平成29年12月22⽇新たな料⾦の具体⽅針改定（案）の公表 ［国⼟交通省］

第⼆阪奈有料道路について、「平成31年度以降ネクスコ⻄⽇本に移管し、料⾦を対距離化」することを公表

23
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７．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完７．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完７．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完７．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完

了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点

◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供

現在の計画で事業の進捗に問題がないため、代替案の検討は行わない。

◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、引

き続き関係機関協議等を着実に実施する。

今後、詳細設計を行っていくうえで、より一層のコスト縮減に努めながら、引き続き事

業を推進する。



８．対応方針（案）８．対応方針（案）８．対応方針（案）８．対応方針（案）
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 第二阪奈有料道路のアクセス性の向上が図られる。

 一般国道308号宝来ランプ周辺の交通安全性の向上が図られる。

 地域産業の活性化や観光振興が期待される。

 緊急輸送道路ネットワークの機能強化が図られる。

 費用便益比（B/C）は事業全体で2.0

２．事業進捗の見込みの視点

一般国道308号宝来ランプは、事業の必要性等に関する視点、事業の進

捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

 関係機関等との協議が完了し、今後の事業進捗に大きな問題はない。

 引き続き事業を推進し、H38年度の事業完了を目指す。

⇒上記より事業の必要性が確認できる。


